
私の授業実践 ～教育現場の最前線から～

は
じ
め
に

私
は
、
医
療
機
関
の
副
院
長
職
か
ら
２
０
２
１
年
に
転
身
し
、
現

在
は
総
合
大
学
の
理
工
学
部
体
育
教
室
に
所
属
し
て
い
る
。
専
門

は
「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
」「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
」
で
、
共
通
教

育
科
目
を
担
当
し
て
い
る
。
授
業
を
担
当
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま

ず
は
大
学
体
育
に
つ
い
て
勉
強
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

1
．
大
学
体
育
の
立
ち
位
置

大
学
体
育
は
、
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
（
１
９
９
１
年
）
で

大
き
く
変
化
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
大
学
卒
業
の
た
め
の
要
件
と
し

て
「
１
２
０
単
位
及
び
体
育
の
４
単
位
」
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、

大
綱
化
を
経
て
体
育
の
単
位
は
そ
こ
か
ら
外
さ
れ
た
。
入
学
定
員

数
に
応
じ
て
体
育
担
当
の
専
任
教
員
数
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、こ

れ
も
廃
止
さ
れ
た
。

大
綱
化
以
前（
１
９
４
７
年
～
）は
、
結
核
が
流
行
し
た
時
代
背

景
か
ら
、
大
学
体
育
の
目
的
は
健
康
な
学
生
を
育
て
る
こ
と
だ
っ

た
。
し
か
し
、
大
綱
化
に
よ
っ
て
、
そ
の
役
割
は
保
健
セ
ン
タ
ー

や
学
生
生
活
課
の
も
の
と
な
り
、
大
学
体
育
が
担
う
も
の
で
は
な

く
な
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
大
学
体
育
の
存
続
の
た
め
に
は
改
め

て
そ
の
必
要
性
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
説
得
力
の
あ
る

答
え
は
示
さ
れ
ず
、
私
立
大
学
の
多
く
で
体
育
は
「
選
択
」
科
目

と
な
り
、
体
育
教
員
の
数
も
削
減
さ
れ
た
。

大
学
進
学
率
が
過
半
数
を
超
え
、
新
規
労
働
者
を
供
給
す
る
中

心
と
な
っ
た
大
学
に
対
し
、
産
業
界
か
ら
社
会
人
基
礎
力
の
育
成

に
関
す
る
声
が
強
く
な
っ
た
。
２
０
０
６
年
、
大
学
は
「
教
育
を

通
じ
て
、
自
立
し
た
市
民
や
職
業
人
と
し
て
必
要
な
能
力
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
こ
と
」
を
示
し
た
。
実
行
に
当
た
っ
て
、
２
０
１
６

年
「
卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）

の
策
定
及
び
運
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
制
定
さ
れ
、
各

大
学
で
は
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
に
沿
っ
た
教
育
の
提
供
が
必

要
に
な
っ
た
。

歴
史
が
示
す
よ
う
に
、
時
代
背
景
が
異
な
れ
ば
、
育
成
す
る
人

材
像
も
異
な
る
。
教
育
は
「
社
会
に
役
に
立
つ
人
材
を
育
て
る
」

も
の
で
あ
り
、
本
学
で
は
、
体
育
を
「
他
者
や
異
文
化
に
対
す
る

理
解
力
を
備
え
、
他
者
と
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

社
会
に
役
立
つ
人
材
を
育
て
る
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こ
と
が
で
き
る
」
力
を
養
成
す
る
科
目
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

2
．
社
会
経
験
を
生
か
し
た
授
業

次
に
私
は
、
大
学
で
の
授
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
学
ぶ
必
要
が

あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
教
え
方
に
つ
い
て
の
指
導
を
受
け
た
経
験
は

な
か
っ
た
。
２
０
２
４
年
に
私
大
連
Ｆ
Ｄ
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
て
、
そ
こ
で
初
め
て
授
業
を

行
う
際
の
コ
ツ
を
２
点
ご
教
授
い
た
だ
い
た
。
１
点
目
は
、「
こ
の

授
業
で
何
を
伝
え
た
い
の
か
を
明
確
に
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
多

く
の
学
生
は
大
学
卒
業
後
、
社
会
に
出
る
。
そ
の
た
め
、
私
の
授

業
は
「
社
会
に
役
立
つ
人
材
を
育
て
る
」
こ
と
を
ゴ
ー
ル
と
し
た
。

２
点
目
は
、「
自
分
に
し
か
で
き
な
い
授
業
を
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

ま
だ
ま
だ
大
人
と
接
し
た
経
験
の
少
な
い
20
歳
前
後
の
学
生
に
対

し
て
、
20
余
年
の
社
会
経
験
を
持
つ
私
だ
か
ら
提
供
で
き
る
授
業

が
あ
る
は
ず
で
あ
る
と
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。

医
療
機
関
で
は
患
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
評
価
し
、カ

ル
テ
に
記
録
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
発
話
」
と

「
理
解
」
と
の
２
つ
か
ら
成
る
。「
発
話
」
と
は
自
分
の
考
え
や
感

情
を
相
手
に
伝
え
る
行
為
で
あ
り
、
ど
う
す
れ
ば
相
手
に
う
ま
く

伝
わ
る
か
を
優
先
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。「
理
解
」
と
は
相

手
の
発
話
の
背
景
に
あ
る
意
図
や
感
情
ま
で
把
握
す
る
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
お
互
い
に
相
手
の

心
を
読
む
た
め
に
頭
を
フ
ル
回
転
さ
せ
て
、
人
と
人
と
の
あ
い
だ

に
共
通
の
も
の
を
つ
く
り
あ
げ
る
作
業
だ
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の

能
力
を
「
教
え
」、「
育
て
る
」
こ
と
が
、
大
学
体
育
の
目
的
だ
と

考
え
た
。

3
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
て
る

学
生
は
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
ち
、
異
な
っ
た
出
発

点
か
ら
こ
れ
ら
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
の
道
順
は
一
人

ひ
と
り
異
な
る
。
具
体
的
に
は
、
左
記
の
よ
う
な
手
法
を
用
い
て

い
る
。

ま
ず
、
２
人
１
組
で
ペ
ア
と
な
り
、
１
分
間
で
お
互
い
に
自
己

紹
介
す
る
。
次
に
、
４
人
１
組
と
な
り
、
先
ほ
ど
の
ペ
ア
の
相
手

の
こ
と
を
他
２
人
に
対
し
、「
こ
の
方
は
○
○
で
…
…
」
と
他
者
を

紹
介
す
る
。
そ
の
後
、
４
人
１
組
で
「Yes and

（
い
い
ね
、
さ

ら
に
）」
ゲ
ー
ム
を
行
う
。
例
え
ば
「
新
し
い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
開

発
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し

た
と
す
る
。
１
人
目
の
人
が
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
お

菓
子
が
そ
の
場
で
実
物
と
な
っ
て
現
れ
、
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
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と
い
い
よ
ね
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
発
表
す
る
。
現
実
的
で
あ
る

必
要
は
な
い
。
２
人
目
以
降
は
、
ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
で
あ
っ
て
も

「
い
い
ね
」
と
他
者
の
発
言
に
共
感
し
、「
さ
ら
に
、
こ
ん
な
機
能

が
つ
い
て
い
る
と
も
っ
と
い
い
よ
ね
」
と
ア
イ
デ
ア
を
プ
ラ
ス
し

て
い
く
。

さ
ら
に
、
個
々
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
設
け
て
い

る
。
話
す
相
手
が
、
１
人
、
２
～
３
人
の
少
人
数
、
大
人
数
と
変

化
す
れ
ば
、
相
手
に
合
わ
せ
て
話
し
方
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
話

す
内
容
も
変
化
す
る
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
た
っ
て
の
十

分
な
準
備
も
必
要
に
な
る
。
聴
く
側
に
は
、
目
を
見
る
、
頷
く
な

ど
傾
聴
力
が
要
求
さ
れ
る
。
感
想
や
意
見
を
求
め
る
場
合
も
あ
る
。

教
員
が
伝
え
る
こ
と
よ
り
も
、
周
り
の
友
達
の
発
言
や
行
動
か
ら

学
ぶ
こ
と
の
方
が
大
い
に
有
効
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

4
．「
正
解
」で
は
な
く「
選
択
」

医
療
の
世
界
で
は
、
間
違
っ
た
治
療
を
す
れ
ば
患
者
に
不
利
益

を
与
え
て
し
ま
う
の
で
、
常
に
「
こ
れ
で
い
い
の
か
？
」
と
い
う

自
問
自
答
と
闘
っ
て
い
る
。「
こ
の
治
療
法
は
死
亡
す
る
確
率
が

10
％
あ
り
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
と
き
、
90
％
は
成
功
す
る
の
で
「
治

療
を
す
る
」
と
答
え
る
人
も
い
れ
ば
、
10
％
も
失
敗
の
可
能
性
が

あ
っ
て
怖
い
の
で
「
し
な
い
」
と
言
う
人
も
い
る
。
医
療
従
事
者

は
エ
ビ
デ
ン
ス
（
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
知
識
）、
臨
床
家
の
経

験
、
患
者
の
希
望
な
ど
を
考
慮
し
、
現
時
点
で
そ
の
人
に
と
っ
て

よ
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
「
選
択
」
す
る
の
で
あ
っ
て
、「
正
解
」

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

大
学
で
の
教
育
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
高
校
ま
で

の
教
育
は
、
全
国
一
律
の
教
科
書
を
使
っ
て
「
正
解
」
が
あ
る
世

界
だ
け
を
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
学
の
教
育
で
は
教
員
が
こ

の
内
容
は
面
白
い
し
学
ぶ
意
義
も
大
き
い
と
思
う
も
の
を
取
り
扱

う
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
学
ぶ
内
容
は
、
そ
の
分
野
の
主
流
の
考

え
で
は
な
く
少
数
派
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
授

業
で
得
た
内
容
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
生
か
す
か
を
、
学
生
が
自

分
の
頭
で
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
大
学
は
、
学
生
が
自
ら
思
考
し
、

「
選
択
」
す
る
必
要
が
あ
る
場
所
な
の
だ
。

目
ま
ぐ
る
し
く
社
会
が
変
化
す
る
現
代
、
若
者
た
ち
は
厳
し
い

選
択
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
か
つ
て
の
第
１
次
、
第
２
次
産

業
革
命
に
よ
っ
て
多
く
の
農
民
が
工
場
労
働
者
と
な
っ
た
。
２
０

１
５
年
の
株
式
会
社
野
村
総
合
研
究
所
は
、
第
４
次
産
業
革
命
に

お
い
て
、
２
０
３
０
～
２
０
４
０
年
に
日
本
の
労
働
人
口
の
49
％

が
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
に
代
替
さ
れ
る
と
発
表
し
て
い
る
※
。
既
存
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の
職
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
「
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム
」
争
い
を
す
る
か
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
新
し
い
職
へ
行
く
か
、
自
分
で
選
ば
な

く
て
は
い
け
な
い
。
新
し
い
環
境
は
誰
だ
っ
て
怖
い
し
、
初
心
者

な
の
で
ダ
メ
ダ
メ
な
部
分
が
露
呈
す
る
。
し
か
し
、「
今
の
ま
ま
で

は
良
く
な
い
」
と
思
っ
た
日
か
ら
成
長
は
は
じ
ま
る
。
解
の
な
い

時
代
の
中
で
、
学
生
に
は
、
自
分
の
意
志
で
選
択
し
、
失
敗
を
怖

が
ら
ず
歩
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
。

お
わ
り
に

私
の
授
業
の
履
修
者
の
多
く
は
１
年
生
だ
。
２
０
２
５
年
、
初

め
て
担
当
し
た
学
生
が
卒
業
生
と
な
り
、
複
数
人
が
「
先
生
の
授

業
が
一
番
役
に
立
っ
た
」
と
伝
え
て
く
れ
た
こ
と
は
、
非
常
に
嬉

し
く
思
う
。
し
か
し
、
私
の
授
業
に
否
定
的
な
教
員
、
学
生
も
存

在
す
る
。
様
々
な
考
え
方
が
あ
る
の
で
、
日
々
勉
強
し
、
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
た
授
業
を
提
供
す
る
し
か
な
い
、
と
思
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
私
大
連
Ｆ
Ｄ
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
運
営
委
員
の
先

生
方
、
事
務
局
の
皆
様
、
一
緒
に
学
ん
だ
参
加
者
の
先
生
方
、
送

り
出
し
て
い
た
だ
い
た
本
学
関
係
者
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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野
村
総
合
研
究
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は
じ
め
に

聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
人
間
健
康
福
祉
学
部
は
、
２
０
２
５
年
４
月

か
ら
「
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
健
康
社
会
学
部
」
に
名
称
を
変
更
す
る

と
と
も
に
、
既
存
の
社
会
福
祉
学
科
と
人
間
社
会
学
科
の
教
育
内

容
を
発
展
的
に
融
合
し
た
「
現
代
人
間
学
科
」
を
新
た
に
設
置
す

る
。
こ
の
「
健
康
社
会
学
部
」
に
は
、「
現
代
人
間
学
科
」
と
現
行

の
「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
学
科
」
の
２
学
科
を
置
き
、
学
部
の
教
育
研

究
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
。

学
部
開
設
の
ね
ら
い

1テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
目
ま
ぐ
る
し
く
進
化
を
続
け
、
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き
も
活
発
化
す
る
中
で
、
私
た
ち
の
住
み
暮
ら

す
社
会
は
日
進
月
歩
で
よ
り
複
雑
な
も
の
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

加
え
て
、
自
然
災
害
の
激
甚
化
（
例
：
豪
雨
災
害
の
頻
発
化
・
大

規
模
化
）
と
い
っ
た
事
態
か
ら
見
て
取
れ
る
と
お
り
、
私
た
ち
の

社
会
を
取
り
巻
く
自
然
環
境
も
ま
た
、
よ
り
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ブ
ル
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。 

そ
の
よ
う
に
、
社
会
と
環
境
の
両
面
に
お
い
て
激
動
の
時
代
を

生
き
る
私
た
ち
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
大
き
な
ス
ト
レ
ス
に
日
々

さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
、
健
康
リ
ス
ク
の
高

ま
り
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
人
々
の
健
康
を
維
持
・
増

進
・
回
復
す
る
こ
と
は
、
現
代
社
会
の
喫
緊
の
課
題
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

１
９
４
８
年
に
発
効
さ
れ
た 

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
憲
章

で
は
、
前
文
に
お
い
て
「
健
康
」
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

「
健
康
と
は
、
病
気
で
な
い
と
か
、
弱
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
肉
体
的
に
も
、
精
神
的
に
も
、
そ
し
て
社
会
的
に
も
、
す

べ
て
が
満
た
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
い
う
」（
日
本
Ｗ
Ｈ
Ｏ
協

会
訳
）。
今
も
な
お
世
界
中
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
の
定
義
か
ら
、

「
健
康
」
と
い
う
も
の
が
「
身
体
」
の
次
元
の
み
な
ら
ず
、「
心
」

や
「
社
会
」
の
次
元
に
も
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

心
・
社
会
・
身
体
の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
す
る

聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
健
康
社
会
学
部

　・
　大
黒
屋 

貴
稔 

﹇
健
康
社
会
学
部
長
﹈

明日への試み
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「
心
の
健
康
」「
社
会
の
健
康
」「
身
体
の
健
康
」。
こ
れ
ら
３
つ

の
健
康
づ
く
り
に
資
す
る
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地

域
社
会
に
広
く
貢
献
し
た
い
。
そ
う
し
た
思
い
か
ら
、
本
学
部
は

開
設
さ
れ
た
。

各
学
科
の
特
徴

2こ
の
た
び
新
た
に
設
置
さ
れ
た
現
代
人
間
学
科
で
は
、「
社
会
・

デ
ー
タ
」「
心
理
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」
の

３
コ
ー
ス
が
置
か
れ
、
心
と
社
会
の
健
康
づ
く
り
に
資
す
る
人
材

を
養
成
す
る
。
こ
こ
で
、
心
の
健
康
づ
く
り
と
は
、
心
理
教
育
や

自
殺
予
防
活
動
、
支
援
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
を
推
進
す
る
こ

と
の
謂
で
あ
り
、
社
会
の
健
康
づ
く
り
と
は
、
地
域
活
性
化
や
共

生
社
会
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
等
を
推
進
す
る
こ
と
の
謂
で

あ
る
。
本
学
科
の
特
徴
は
、
こ
れ
ら
の
健
康
づ
く
り
の
基
盤
と
な

る
、
社
会
学
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
心
理

学
、
社
会
福
祉
学
と
い
っ
た
複
数
分
野
の
多
彩
な
専
門
知
識
・
資

格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
）
修
了
証
明

書
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
実
務
パ
ス
ポ
ー
ト
、
Ｉ
Ｔ
パ
ス

ポ
ー
ト
、
社
会
調
査
士
、
認
定
心
理
士
、
公
認
心
理
師
（
国
家
試

験
受
験
資
格
「
大
学
に
お
け
る
必
要
な
科
目
」）、
社
会
福
祉
士
国

家
試
験
受
験
資
格
、
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
、
介
護
職
員
初
任

者
研
修
修
了
証
明
書
等
の
取
得
を
目
指
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

ま
た
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
学
科
で
は
、「
健
康
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
」「
コ
ー
チ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
教
職
」
の
３
コ
ー
ス
が

置
か
れ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
育
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
育
・
ス

ポ
ー
ツ
教
育
の
推
進
、
生
活
習
慣
病
や
フ
レ
イ
ル
の
予
防
・
啓
蒙

等
、
地
域
の
人
々
の
身
体
の
健
康
づ
く
り
に
広
く
貢
献
で
き
る
人

材
を
養
成
す
る
。
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
保
健

体
育
）、
健
康
運
動
指
導
士
受
験
資
格
、
健
康
運
動
実
践
指
導
者

受
験
資
格
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
受
験
資
格
、
ス
ポ
ー
ツ

コ
ー
チ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
資
格
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
資
格
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
（
初
級
）
資
格
、
社
会

福
祉
主
事
任
用
資
格
等
の
取
得
を
目
指
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

学
生
た
ち
に
は
、
本
学
部
で
心
・
社
会
・
身
体
の
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
学
び
、
現
代
社
会
が
直
面
す
る
喫
緊
の
課
題
解
決
に
大

い
に
貢
献
で
き
る
人
材
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
う
。

い
い
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